
11～12月の活動の一部をご報告します！

安心・安全な江東区
子育て・産後ケア1番の江東区に
■ ひとり親支援（自立支援）
■ 子育て（教育）
■ 江東大家族（孤独を失くし、経済効果）

三次ゆりか 
活動報告

み　つ　ぎ

わたしが政治をおもしろくする！

活動詳細は　http://mitsugiyurika.com

無所属江東区議会議員
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目指すは
江東大家族 !!

マイほいくえんひろばフェスティバル
に行ってきました。今年から私立保育
園も加入しました。

江東ワーキングマザー会～保育園相談
会～を行い、保育園に関する諸々のア
ドバイスなどを行いました。

結婚式を挙げていないファミ婚コンテ
ストの審査員をさせていただきまし
た。家族への手紙は泣けました。

子育てパレット主催のオレンジリボン
ママフェスタ part1。虐待予防などに
ついての講演を聞き、勉強しました。

初めての一般質問に友人が約 40 名傍
聴に来て下さいました。議会が身近に
なれるよう今後も努めてまいります。

産前産後ケアセンター《東峯サライ》
に視察に行きました。いろんな子連れ
イベントを開催しております。

《多世代をつなげるママヨガ》が、講談
社のママ雑誌に取材いただきました。豊
洲駅そば託児付きで毎月行っています。

有明サンタウォークに参加しました。
楽しくウォーキングし、地域で繋がれ
る、ステキなイベントです。

障がい者スポーツ《ゴールボール》を体験しました。
目を開けても真っ暗で心細く、視覚障がいがあっ
た祖母に改めて感謝をしたい気持ちになりました。

児童養護施設《子供の家》の視察でタイガーマスク基
金・ファザーリングジャパンの安藤さん、誕生学の大
葉さんにお会いし、改めて勉強させていただきました。

シェア金沢に医療介護塾の皆様と視察にいき
ました。高齢者、大学生、病気の人、障がい
のある人が社会に貢献できる街を学びました。

笑顔で働きたいママのフェスタに、経営
者・区議会議員として登壇しました。テー
マは仕事と子育ての両立についてでした。

11月

12月



1985年 5月1日生まれ。江東区立東雲小学校、深川第五中学校、都立紅葉川高校卒。
視覚障がい者だった祖母と父親の元で育つ。23歳で出産、いったん仕事を中断するもシングルマザーとなり起業。
預け先に困った経験から自分のように困ってる母親も少なくないのでは…と、公私に渡る、子育て・母親支援の
イベント企画、事業支援を展開。
2015年江東区議会議員選挙 初当選。建設委員、医療介護制度特別委員会 委員

三次ゆりかプロフィール

● ママパワーが日本を変えると信じ、ママを支える活動 J★mothers 設立
● BSフジ「ママポンキッキ」レギュラー過去出演
● 書籍「やっぱりゆりかはいくじなし★～ママが楽になる育自の方程式～」

活動歴

一般質問終えて、わたしの感想教育について

子育てについて

三次ゆりか / 江東区豊洲5-5-1-509 / E-MAIL info@3next.co.jp 発行人

Twitter、
facebook も
やってます！その他の質問はHPに細かく記載してありますので、ご覧ください。

定例会報告

学習指導要領にのっとりバランス良く金融経済の学習をしていくことについて区の見解は？
金融や経済に関する基本的知識を身に付けることは重要であり、社会科や家庭科を中心に金融の仕
組みや働き等の学習を主体的にできるよう指導の継続を行っている。

Q
A

児童虐待防止についてアこどもショートステイ事業の宿泊数を４泊５日確保できるように
改善すべきでは？
適切な施設の確保が難しく、現時点では利用日数の増加は困難である。

Q

A

江東区版子育てワンストップ総合相談窓口を開設すべきと考えるがどうか？
効率性や効果等を慎重に検討すべきと考える。

Q
A

ひとり親家庭について、現状をどう認識しているのか？
非正規雇用が多く経済的には比較的厳しい状況にあると認識する。

Q
A

病児病後児保育の時間延長をすべきでは？
制度化することは難しいと考える。

Q
A

病児保育ができるベビーシッター派遣制度を創設すべきでは？
ニーズが高い事業であり、今後の検討課題とする。

Q
A

妊娠期からの切れ目のない支援が重要と考えるが、「ゆりかご・とうきょう事業」の実施時期等
具体的な検討状況は？
具体的な検討を進め、早期実現を目指す。

Q

A

保育園について、保育園・保育士不足対策として既存の高齢者施設と併設や、新規整備の際に
一体整備すべきでは？
一定基準の確保が必要で難しいが、新規併設整備の際は検討課題とする。

Q

A

保育士が働きやすくするために家賃補助等の処遇改善を図るべきでは？
具体的に検討を行っている。

Q
A

不妊治療に悩む人たちの場所づくりを行うべきでは？
相談があった場合、不妊治療患者の仲間づくりや、精神的サポート等の取組みを紹介する。

Q
A

年に４回ある定例会で、第４定例会で初めての一般質問をしました。傍聴席には４０名前後の友人が応援にかけつけてくれました。
一般質問よりも、公務員給与引き上げの議案に４４人中、わたし 1人だけが反対 したことが新人で 1人会派なので、
ドキドキしました。

傍聴にきていたシングルマザーの友人たちは、
『今やらなくてはいけないことを後回しにしてる。』
『これは有権者である私たちも毎回傍聴にきて見て
ることをアピールしなくてはならない。』
『関わらなくてはひとり親にはずっと検討されっぱ
なしだ！！』と、意見をいただきました。
このように少しでも政治に関わっていくと変わる
んだということを実感いただけて何より嬉しかっ
たです。引き続きみんなを巻き込んでいきたいと
思います。

政治に関わって

いくと、
変えられるかも

！！


